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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第37期

第３四半期連結
累計期間

第38期
第３四半期連結
累計期間

第37期
第３四半期連結
会計期間

第38期
第３四半期連結
会計期間

第37期

会計期間

自  平成21年
      ２月21日
至  平成21年
      11月20日

自  平成22年
      ２月21日
至  平成22年
      11月20日

自  平成21年
      ８月21日
至  平成21年
      11月20日

自  平成22年
      ８月21日
至  平成22年
      11月20日

自  平成21年
      ２月21日
至  平成22年
      ２月20日

売上高 (千円) 12,760,18315,187,8653,913,9247,411,33317,838,004

経常損失 (千円) △ 320,812△ 107,782△ 95,692△ 10,368△ 210,436

四半期(当期)純損失 (千円) △ 722,838△ 512,965△ 188,177△ 158,626△ 549,173

純資産額 (千円) ― ― 8,647,64816,205,2048,837,689

総資産額 (千円) ― ― 12,292,56823,215,48111,856,015

１株当たり純資産額 (円) ― ― 722.89 587.75 738.83

１株当たり四半期
(当期)純損失金額

(円) △60.45 △29.80 △15.74 △5.76 △45.93

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 70.3 69.8 74.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,089,335△927,852 ― ― △420,269

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △228,622△1,165,663 ― ― △250,513

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,176 △881 ― ― △2,352

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,022,5381,790,6232,671,412

従業員数 (名) ― ― 382 684 378

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　本報告書の売上高・仕入高等は、特に記載のない限り、消費税等抜きで記載しております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期(当

期)純損失を計上しているため記載しておりません。

４　当社は平成22年８月21日に株式会社ブルーグラスと合併しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　なお、当社は、イオン株式会社の連結子会社で、同じく衣料品小売業を営んでいた株式会社ブルーグラスを

平成22年８月21付で吸収合併いたしました。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年11月20日現在

従業員数(名) 684（1,684）

(注) １　従業員数は就業人員であり、当社グループ外からの受入出向者を含んでおり、当社グループ外への出向者を除

いております。

２　従業員数欄の(　)は外書で、パートタイマーの当第３四半期連結会計期間における平均雇用人員（１人当たり

１日８時間換算）であります。

３　第２四半期連結会計期間末に比べて従業員数が330名増加しておりますが、その主な理由は株式会社ブルーグ

ラスとの合併に伴い同社の従業員を受け入れたことによるものです。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年11月20日現在

従業員数(名) 671（1,684）

(注) １　従業員数は就業人員であり、他社からの受入出向者を含んでおり、他社への出向者を除いております。

２　従業員数欄の(　)は外書で、パートタイマーの当第３四半期会計期間における平均雇用人員（１人当たり１日

８時間換算）であります。

３　第２四半期会計期間末に比べて従業員数が327名増加しておりますが、その主な理由は株式会社ブルーグラス

との合併に伴い同社の従業員を受け入れたことによるものです。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは、衣料品小売業のみの単一セグメントであるため、生産、受注及び販売の状況につきまし

ては、当社の事業部門区分ごとに記載しております。

　
(1) 販売実績

　

事業部門別 売上高(千円) 前年同四半期比（％）

事業統括推進部 5,266,004 231.9

ＧＭＳ事業部 2,145,328 130.6

売上高合計 7,411,333 189.4

その他の営業収入 7,076 23.9

合計 7,418,409 188.1

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　第２四半期連結会計期間において「Ｉｋｋａ」に区分されていた当社ブランドの「Ｉｋｋａ」及び「ＣＡＲ
ＤＩＯＧＲＡＰＨ」は、当第３四半期連結会計期間において「事業統括推進部」に区分し、「ＣＯＸ」に区分
されていた当社ブランドの「ＣＯＸ」、「ＣＯＸｆａｍ」、「ＣＯＸ+Ｖ」及び「ＰＥＤＥＳＴＲＩＡＮ　ＰＡ
ＲＡＤＩＳＥ」は「ＧＭＳ事業部」に区分しております。
　また、平成22年８月21日付で吸収合併しました株式会社ブルーグラスのブランドである「ＬＢＣ」、「ＢＥ
ＡＵＸ－ＡＲＴＳ］、「ＳＡＬＬＹ’Ｓ」及び「ＶＥＮＣＥ」は「事業統括推進部」に区分し、「ｂｉｚａｚ
ｚ」は「ＧＭＳ事業部」に区分しております。
　なお前年同四半期比は、当第３四半期連結会計期間の事業部門区分に置き換えて算出しております。

　
(2) 仕入状況

　

事業部門別 仕入高(千円) 前年同四半期比（％）

事業統括推進部 2,783,298 205.4

ＧＭＳ事業部 1,182,302 133.8

合計 3,965,600 177.1

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　第２四半期連結会計期間において「Ｉｋｋａ」に区分されていた当社ブランドの「Ｉｋｋａ」及び「ＣＡＲ
ＤＩＯＧＲＡＰＨ」は、当第３四半期連結会計期間において「事業統括推進部」に区分し、「ＣＯＸ」に区分
されていた当社ブランドの「ＣＯＸ」、「ＣＯＸｆａｍ」、「ＣＯＸ+Ｖ」及び「ＰＥＤＥＳＴＲＩＡＮ　ＰＡ
ＲＡＤＩＳＥ」は「ＧＭＳ事業部」に区分しております。
　また、平成22年８月21日付で吸収合併しました株式会社ブルーグラスのブランドである「ＬＢＣ」、「ＢＥ
ＡＵＸ－ＡＲＴＳ］、「ＳＡＬＬＹ’Ｓ」及び「ＶＥＮＣＥ」は「事業統括推進部」に区分し、「ｂｉｚａｚ
ｚ」は「ＧＭＳ事業部」に区分しております。
　なお前年同四半期比は、当第３四半期連結会計期間の事業部門区分に置き換えて算出しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

 

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間においては、企業全般には収益の改善傾向がみえるものの、当衣料専門店業界

は、景気の先行き不透明感や雇用情勢の悪化懸念による低価格指向、節約志向から価格競争の激化・商品単

価の下落が続く厳しい経営環境が続いております。

　こうした状況の中、当社は、平成22年8月21日に株式会社ブルーグラスと合併し、新生コックスとしてス

タートを切りました。本年度下半期は、統合新会社として来期以降の中期経営計画において大きく飛躍する

ための事業リストラクチャリング総仕上げの時期と位置づけ、通期での黒字化達成に向けた重点施策に取

り組んでおります。

　当第３四半期においては、不採算店舗の退店、本社のスリム化を始めとする経営統合によるコスト削減効

果の創出、第２四半期に成果の出た施策（週次マネジメント体制の推進、商品の企画・調達から物流・販売

までのマーチャンダイジングプロセスの再設計とＳＰＡ事業プラットフォームの構築）の徹底に取り組ん

でまいりました。また、中期経営計画の基本方針の柱である主要三世代トップブランドの確立のために、来

期に向けて既存ブランドのリポジショニングを推進致しました。

業績につきましては、厳しい消費環境が継続する中、お客様ニーズの変化に迅速に対応するための施策に

注力し、徐々にその効果が出てまいりました。結果、当第３四半期連結会計期間の営業収益は74億18百万円

（前年同期比88.1％増）となりました。

　当第３四半期連結会計期間の利益につきましては、営業損失61百万円（前年同期は営業損失１億34百万

円）、経常損失10百万円（前年同期は経常損失95百万円）、四半期純損失１億58百万円（前年同期は四半期

純損失１億88百万円）となりました。
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(2)財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は232億15百万円となり、前連結会計年度末と比べ113億59百万円増

加しました。増加の主な内容は、平成22年８月21日付で株式会社ブルーグラスを吸収合併したことにより、

関係会社預け金が32億円増加したこと等によるものです。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末の負債は70億10百万円となり、前連結会計年度末と比べ39億91百万円増加し

ました。増加の主な内容は、平成22年８月21日付で株式会社ブルーグラスを吸収合併したことにより、支払

手形及び買掛金が20億87百万円増加したこと等によるものです。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は162億５百万円となり、前連結会計年度末と比べ73億67百万円増

加しました。増加の主な内容は、平成22年８月21日付で株式会社ブルーグラスを吸収合併したことにより、

資本剰余金が68億11百万円増加したこと等によるものです。

　

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、17億90百万円と

なりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果減少した資金は、９億72百万円（前年同四半期は１億24百万円の減少）となりました。そ

の主な増加の内訳は、非資金費用である減価償却費１億18百万円、仕入債務の増加額３億43百万円などであ

ります。主な減少の内訳は、たな卸資産の増加額６億21百万円、売上債権の増加額９億55百万円などであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果減少した資金は、12億21百万円（前年同四半期は99百万円の増加）となりました。その主

な増加の内訳は、関係会社預け金の払戻による収入16億円、差入保証金の回収による収入３億22百万円など

であります。主な減少の内訳は、関係会社預け金の預入による支出31億円などであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果減少した資金は０百万円（前年同四半期は１百万円の減少）となりました。その内訳は自

己株式の取得によるものであります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに発生した課題はありません。

　

(5)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、株式会社ブルーグラスと合併したことにより、引き継いだ重要な

資産は以下のとおりであります。

提出会社

事業所
帳簿価額

従業員数（名）
建物（千円） 器具及び備品（千円） 合計（千円）

店舗 334,009 79,201 413,211 254

本社等 3,329 35,797 39,127 89

合計 337,339 114,998 452,338 343

（注）１ 店舗は、北海道・東北地方から九州地方まで全国にまたがっており、平成22年８月21日付の合併により、株式

会社ブルーグラスより369店舗引き継いでおります。

 ２ 当社グループは、衣料品小売業のみの単一セグメントであるため、店舗と本社等に分けて記載しております。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年11月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年12月28日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,711,02827,711,028
大阪証券取引所
JASDAQ市場

（スタンダード）
単元株式数　100株

計 27,711,02827,711,028― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

平成19年５月17日の定時株主総会決議および平成20年４月２日の取締役会決議により発行した新株予約

権は、次のとおりであります。

　
第３四半期会計期間末現在
(平成22年11月20日)

新株予約権の数（個） 14

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 当社普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 14,000　(注)１

新株予約権の行使時の払込金額（円） １

新株予約権の行使期間
　　　　　　　平成20年５月21日～
　　　　　　　平成35年５月20日　

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

　　　　　　発行価格　　　341　　　　　　
　　　　　　資本組入額　　171　(注)２　

新株予約権の行使の条件

①新株予約権を割り当てられた者は、権利行使時におい
ても当社の取締役又は監査役の地位にあることを要
する。ただし、当社の取締役及び監査役を退任した場
合であっても、退任日から５年以内に限って権利行使
ができるものとする。
②新株予約権については、その数の全数につき一括して
これを行使することとし、これを分割して行使するこ
とはできないものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡し、又はこれを担保に供することは
できない。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注) １　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。ただ

し、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数につい

て行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割（または併合）の比率

当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い新株予約権が承継される場合、または当社が新設分割もしく

は吸収分割を行う場合、その他これらの場合に準じ株式数の調整を必要とする場合、当社は必要と認める株式

数の調整を行う。

２　新株予約権の行使による株式の発行については、自己株式を充当する場合には、資本組入れは行わないものと

する。
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平成22年８月21日の株式会社ブルーグラスとの合併に伴い、引き継いだ新株予約権は次のとおりであり

ます。

　平成20年５月８日定時株主総会決議により発行した新株予約権。

　
第３四半期会計期間末現在
(平成22年11月20日)

新株予約権の数（個） 49

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 当社普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 8,232  (注)１

新株予約権の行使時の払込金額（円） １

新株予約権の行使期間
　　　　　　　平成20年５月21日～
　　　　　　　平成35年５月20日　

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

　　　　　　発行価格　　　439　　　　　　
　　　　　　資本組入額　　220　(注)２　

新株予約権の行使の条件

①新株予約権を割り当てられた者は、権利行使時におい
ても当社の取締役又は監査役の地位にあることを要
する。ただし、当社の取締役及び監査役を退任した場
合であっても、退任日から５年以内に限って権利行使
ができるものとする。
②新株予約権については、その数の全数につき一括して
これを行使することとし、これを分割して行使するこ
とはできないものとする。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡し、又はこれを担保に供することは
できない。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

(注) １　当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。ただ

し、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数につい

て行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

　調整後株式数＝調整前株式数×分割（または併合）の比率

当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い新株予約権が承継される場合、または当社が新設分割もしく

は吸収分割を行う場合、その他これらの場合に準じ株式数の調整を必要とする場合、当社は必要と認める株式

数の調整を行う。

２　新株予約権の行使による株式の発行については、自己株式を充当する場合には、資本組入れは行わないものと

する。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社コックス(E03163)

四半期報告書

10/29



　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年８月21日～
平成22年11月20日(注)

14,741,58927,711,028 ─ 4,503,148 ─ 2,251,574

(注)　平成22年８月21日付で株式会社ブルーグラスを吸収合併したことに伴い、株式会社ブルーグラスの株主に対し、そ

の所有する株式会社ブルーグラスの普通株式に合併比率1.68を乗じて得られる数の当社普通株式を割り当て交

付いたしました。なお、資本金及び資本準備金は増加しておりません。

　

(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成22年８月20日)に基づく株主名簿による記載をし

ております。

① 【発行済株式】

平成22年８月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 
　　　  1,017,200

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

11,930,300
119,303 ―

単元未満株式 普通株式   21,939― ―

発行済株式総数 12,969,439― ―

総株主の議決権 ― 119,303 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式41株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成22年８月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社コックス

東京都江東区新大橋
一丁目８番11号

1,017,200 ─ 1,017,2007.84

計 ― 1,017,200 ─ 1,017,2007.84

(注)平成22年11月20日現在、当社は153,530株の自己株式を保有しております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　３月 　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　１０月 　１１月

最高(円) 295 314 266 250 285 316 220 239 208

最低(円) 289 251 248 230 243 203 199 175 180

(注) １　最高・最低株価は、平成22年４月１日より、大阪証券取引所（JASDAQ市場）におけるものであり、それ以前

は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。なお、大阪証券取引所（JASDAQ市場）は、平成22年10月

12日付で同取引所ヘラクレス及びＮＥＯとともに、新たに開設された同取引所JASDAQに統合されており、同日

以降の最高・最低株価は、同取引所JASDAQ（スタンダード）であります。

２　株価は、毎月１日より月末までのものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

該当事項はありません。

　

(2) 退任役員

　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 人事総務部長 髙見　明 平成22年８月20日

取締役 店舗開発統括部長 岡本　龍介 平成22年８月20日

　

(3) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役
経営管理統括部長

常務取締役
管理統括部長

髙野　秀明 平成22年８月21日

取締役事業推進統括部長 取締役 吉竹　英典 平成22年８月21日

取締役ＭＤ統括部長兼
第二世代ＭＤ部長兼
ＳＣＭ推進部長

取締役Ｉｋｋａ事業部長 東野　敏明 平成22年11月21日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年８月21から平成21年11月20日まで)及び前第３四半期連結累

計期間(平成21年２月21日から平成21年11月20日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第

３四半期連結会計期間(平成22年８月21日から平成22年11月20日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平

成22年２月21日から平成22年11月20日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しており

ます。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年８月21

日から平成21年11月20日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年２月21日から平成21年11月20日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年８月21日から平成22年11月20日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年２月21日から平成22年11月20日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,390,623 771,412

受取手形及び売掛金 47,031 41,366

売上預け金 1,990,612 303,261

たな卸資産 ※３
 2,935,599

※３
 1,807,401

繰延税金資産 61,437 －

未収入金 604,090 257,268

関係会社預け金 ※２
 5,100,000

※２
 1,900,000

その他 163,121 113,953

貸倒引当金 △4,334 △2,149

流動資産合計 12,288,182 5,192,516

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 800,702 636,403

その他（純額） 153,737 75,281

有形固定資産合計 ※１
 954,439

※１
 711,685

無形固定資産 199,697 54,289

投資その他の資産

投資有価証券 4,473,191 2,479,899

差入保証金 5,186,962 3,303,604

その他 152,226 131,177

貸倒引当金 △39,218 △17,157

投資その他の資産合計 9,773,161 5,897,524

固定資産合計 10,927,298 6,663,499

資産合計 23,215,481 11,856,015

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,839,314 1,752,019

未払法人税等 119,715 145,642

賞与引当金 207,933 40,806

役員業績報酬引当金 17,300 －

店舗閉鎖損失引当金 184,881 17,603

ポイント引当金 36,775 31,625

その他 1,678,566 649,119

流動負債合計 6,084,487 2,636,816

固定負債

退職給付引当金 33,576 －

繰延税金負債 849,371 293,820

その他 42,841 87,689

固定負債合計 925,788 381,510

負債合計 7,010,276 3,018,326
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,503,148 4,503,148

資本剰余金 11,616,378 4,804,632

利益剰余金 △1,072,137 △475,738

自己株式 △66,132 △448,337

株主資本合計 14,981,257 8,383,705

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,248,364 452,794

為替換算調整勘定 △32,788 △3,571

評価・換算差額等合計 1,215,575 449,223

新株予約権 8,371 4,760

純資産合計 16,205,204 8,837,689

負債純資産合計 23,215,481 11,856,015
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(2)【四半期連結損益計算書】
 【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年２月21日 　
 至 平成21年11月20日)　

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年２月21日 　
 至 平成22年11月20日)　

売上高 12,760,183 15,187,865

売上原価 5,973,696 6,926,326

売上総利益 6,786,487 8,261,539

その他の営業収入 89,961 31,161

営業総利益 6,876,449 8,292,700

販売費及び一般管理費 ※
 7,298,609

※
 8,518,883

営業損失（△） △422,160 △226,182

営業外収益

受取利息 3,208 7,717

受取配当金 85,193 99,493

為替差益 － 653

仕入割引 7,063 5,348

その他 8,871 6,620

営業外収益合計 104,336 119,833

営業外費用

為替差損 2,646 －

レジ現金精算損 151 370

商品盗難損失 110 21

商品廃棄損 － 211

その他 81 829

営業外費用合計 2,988 1,433

経常損失（△） △320,812 △107,782

特別利益

店舗閉鎖損失引当金戻入額 19,333 13,998

貸倒引当金戻入額 6,078 2,162

固定資産売却益 500 －

その他 260 277

特別利益合計 26,171 16,438

特別損失

固定資産除却損 22,251 34,233

減損損失 231,784 91,518

店舗閉鎖損失引当金繰入額 17,546 100,738

退店違約金 － 52,342

合併関連費用 － 29,703

その他 13,915 9,453

特別損失合計 285,498 317,989

税金等調整前四半期純損失（△） △580,139 △409,332

法人税、住民税及び事業税 142,698 103,632

法人税等合計 142,698 103,632

四半期純損失（△） △722,838 △512,965
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年８月21日 　
 至 平成21年11月20日)　

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年８月21日 　
 至 平成22年11月20日)

売上高 3,913,924 7,411,333

売上原価 1,752,287 3,316,323

売上総利益 2,161,637 4,095,009

その他の営業収入 29,620 7,076

営業総利益 2,191,257 4,102,086

販売費及び一般管理費 ※
 2,325,572

※
 4,163,162

営業損失（△） △134,314 △61,076

営業外収益

受取利息 836 5,183

受取配当金 27,156 40,534

為替差益 3,298 160

仕入割引 2,027 1,837

その他 5,399 4,238

営業外収益合計 38,719 51,954

営業外費用

レジ現金精算損 79 257

商品廃棄損 － 95

貸倒引当金繰入額 － 84

その他 17 808

営業外費用合計 97 1,246

経常損失（△） △95,692 △10,368

特別利益

店舗閉鎖損失引当金戻入額 18,759 16,125

貸倒引当金戻入額 938 －

固定資産売却益 500 －

その他 － 277

特別利益合計 20,197 16,403

特別損失

固定資産除却損 6,067 3,735

減損損失 1,088 18,360

店舗閉鎖損失引当金繰入額 17,546 95,768

退店違約金 － 132

その他 6,159 1,754

特別損失合計 30,862 119,750

税金等調整前四半期純損失（△） △106,358 △113,716

法人税、住民税及び事業税 81,819 44,910

法人税等合計 81,819 44,910

四半期純損失（△） △188,177 △158,626
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年２月21日
　至 平成21年11月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年２月21日
　至 平成22年11月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △580,139 △409,332

減価償却費 313,562 254,702

減損損失 231,784 91,518

賞与引当金の増減額（△は減少） 114,349 125,653

役員業績報酬引当金の増減額（△は減少） 25,241 17,300

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △23,245 75,621

退職給付引当金の増減額（△は減少） 41,453 30,942

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,087 △99

ポイント引当金の増減額（△は減少） △49,039 △5,649

受取利息及び受取配当金 △88,401 △107,210

為替差損益（△は益） 2,646 △653

固定資産売却損益（△は益） △500 －

固定資産除却損 22,251 34,233

売上債権の増減額（△は増加） △310,861 △976,443

たな卸資産の増減額（△は増加） 137,357 △83,696

仕入債務の増減額（△は減少） △713,776 15,498

その他 △175,271 206,281

小計 △1,071,677 △731,333

利息及び配当金の受取額 89,204 107,680

法人税等の支払額 △62,395 △188,400

その他 △44,467 △115,799

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,089,335 △927,852

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の売却による収入 500 －

有形固定資産の取得による支出 △456,261 △71,945

差入保証金の差入による支出 △151,497 △69,079

差入保証金の回収による収入 412,079 509,522

関係会社預け金の払戻による収入 － 1,600,000

関係会社預け金の預入による支出 － △3,100,000

その他 △33,443 △34,160

投資活動によるキャッシュ・フロー △228,622 △1,165,663

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △2,178 △881

ストックオプションの行使による収入 2 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,176 △881

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,655 △4,172

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,322,789 △2,098,570

現金及び現金同等物の期首残高 3,246,080 2,671,412

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 1,191,595

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 99,247 26,184

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,022,538

※
 1,790,623
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年２月21日　至　平成22年11月20日)

１　連結の範囲に関

する事項の変

更

（１）連結の範囲の変更

　平成22年８月21日付の株式会社ブルーグラスとの合併に伴い、当第３四半期連結会計

期間より同社の子会社であったＢＬＵＥ　ＧＲＡＳＳ（ＳＨＡＮＧＨＡＩ）ＣＯ．，

ＬＴＤ、ＢＬＵＥ　ＧＲＡＳＳ（ＨＯＮＧＫＯＮＧ）ＣＯ．，ＬＴＤを新たに連結の範

囲に含めております。

（２）変更後の連結子会社の数

　３社

２　会計処理基準に

関する事項の

変更

企業結合に関する会計基準等の適用

　当第３四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21

号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　

平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基

準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20

年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指

針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年２月21日　至　平成22年11月20日)

１　たな卸資産の評

価方法

　当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、当第
２四半期連結会計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法
によっております。
　また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ
正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２　法人税等並びに

繰延税金資産

及び繰延税金

負債の算定方

法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要な

ものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、

かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度に

おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によってお

ります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月20日)

前連結会計年度末
(平成22年２月20日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

3,653,934千円 2,163,292千円

※２　関係会社預け金 ※２　関係会社預け金

イオン株式会社との金銭消費寄託契約に基づく寄

託運用預け金であります。

イオン株式会社との金銭消費寄託契約に基づく寄

託運用預け金であります。

※３　たな卸資産の内訳 ※３　たな卸資産の内訳

商品 2,922,210千円

貯蔵品 13,389
　

商品 1,798,400千円

貯蔵品 9,001
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年11月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月21日
  至　平成22年11月20日)

※　　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給与賞与 2,074,626千円

賞与引当金繰入額 161,032

地代家賃 1,852,834

※　　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給与賞与 2,454,204千円

賞与引当金繰入額 207,933

地代家賃 2,357,645

　

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年８月21日
至　平成21年11月20日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年８月21日
  至　平成22年11月20日)

※　　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給与賞与 556,258千円

賞与引当金繰入額 161,032

地代家賃 578,021

※　　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給与賞与 1,201,996千円

賞与引当金繰入額 169,383

地代家賃 1,152,821

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年２月21日
至　平成21年11月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月21日
  至　平成22年11月20日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 822,538千円

関係会社預け金

（寄託運用）
1,200,000

現金及び現金同等物 2,022,538
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,390,623千円

関係会社預け金

（寄託運用）
5,100,000

預入期間が３ヶ月を

越える関係会社預け金

（寄託運用）

△4,700,000

現金及び現金同等物 1,790,623
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年11月20日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年２月21日

 至  平成22年11月20日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 27,711,028

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 153,530

　

３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

会社名
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数
(株)

当第３四半期
連結会計期間末残高

(千円)

提出会社 ─ ─ 8,371

連結子会社 ― ― ─

合計 ─ 8,371

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　　
　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

(単位：千円）

　 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

　前連結会計年度末残高 4,503,1484,804,632△ 475,738△ 448,3378,383,705

　当第３四半期連結会計期間末
　までの変動額 　 　 　 　 　

　合併による増減 　 7,259,486　 △ 64,6547,194,831

　合併による自己株式の割当 　 △ 447,740　 447,740 -

　連結範囲の変動 　 　 △ 83,433　 △ 83,433

　四半期純損失 　 　 △ 512,965　 △ 512,965

　自己株式の取得 　 　 　 △ 881 △ 881

　当第３四半期連結会計期間末
　までの変動額合計

- 6,811,745△ 596,399382,2046,597,550

　当第３四半期連結会計期間末残高 4,503,14811,616,378 △
1,072,137△ 66,13214,981,257
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年８月21日  至  平成21年11月20日)及び

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月21日  至  平成22年11月20日)並びに

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年２月21日  至  平成21年11月20日)及び

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年２月21日  至  平成22年11月20日)

　当社及び連結子会社の事業は、衣料品小売業の単一事業であります。従いまして、開示対象となるセグ

メントはありませんので、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年８月21日  至  平成21年11月20日)及び

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月21日  至  平成22年11月20日)並びに

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年２月21日  至  平成21年11月20日)及び

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年２月21日  至  平成22年11月20日)

　全売上高に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年８月21日  至  平成21年11月20日)及び

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月21日  至  平成22年11月20日)並びに

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年２月21日  至  平成21年11月20日)及び

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年２月21日  至  平成22年11月20日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成21年２月20日以前のリー

ス取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期

連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないた

め、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当社は、新株予約権方式によるストック・オプション制度を採用しておりますが、当四半期連結会計

期間において付与が行われておりませんので、該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年８月21日  至  平成22年11月20日)

　　　（共通支配下の取引等）

１　結合当事企業の名称及びその事業の内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企

　　　業の名称並びに取引の目的を含む取引の概要

（１）結合当事企業の名称及びその事業の内容

　　　　株式会社ブルーグラス　　婦人服・雑貨の小売業

　（２）企業結合日

　　　　平成22年８月21日

　（３）企業結合の法的形式

　　　　当社を存続会社とし、株式会社ブルーグラスを消滅会社とする吸収合併

　（４）結合後企業の名称

　　　　株式会社コックス

　（５）取引の目的を含む取引の概要

アパレルを中心とした専門店企業２社が統合することで、次世代の事業プラットフォーム

の構築を具体的に実施していくとともに、これまで以上の収益性向上に取り組むものです。

　また、両社は共に参画するイオングループの「お客さま第一」というＤＮＡの下、統合によ

る商品領域の広がりを活かした新たな「ライフスタイル・ファッション」事業を創造するこ

とによって、お客さまのより豊かな暮らしづくりに貢献する企業を目指してまいります。

なお、イオングループでは現在、新たな成長に向けて「選択と集中」の観点より事業構造改

革に着手し、経営資源の更なる有効活用を実施いたしております。その取り組みの一つとし

て、現在、ＧＭＳ事業改革を進めておりますが、この新会社では、ファッション専門店としての

ＳＰＡ事業プラットフォームを構築し、これをグループ内のブランドと共用することによっ

て、国内に類を見ない、新しい専門店事業を展開してまいります。

２　実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合

会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20

年12月26日）に基づき、「共通支配下の取引」として処理しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月20日)

前連結会計年度末
(平成22年２月20日)

　 　 　
１株当たり純資産額 　 587.75円

　

　 　 　
１株当たり純資産額 　 738.83円

　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成22年11月20日)

前連結会計年度末
(平成22年２月20日)

純資産の部の合計額(千円) 16,205,204 8,837,689

普通株式に係る純資産額(千円) 16,196,833 8,832,929

差額の主な内訳(千円) 　 　

  新株予約権 8,371 4,760

普通株式の発行済株式数(株) 27,711,028 12,969,439

普通株式の自己株式数(株) 153,530 1,014,060

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 27,557,498 11,955,379

　
２  １株当たり四半期純損失金額等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年２月21日
至  平成21年11月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年２月21日
至  平成22年11月20日)

１株当たり四半期純損失金額 △60.45円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失
を計上しているため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純損失金額 △29.80円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失
を計上しているため記載しておりません。
　

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年２月21日
至  平成21年11月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年２月21日
至  平成22年11月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) △722,838 △512,965

普通株式に係る四半期純損失(千円) △722,838 △512,965

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 11,957,391 17,212,263

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

― ―
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第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年８月21日
至  平成21年11月20日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年８月21日
至  平成22年11月20日)

１株当たり四半期純損失金額 △15.74円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失
を計上しているため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純損失金額 △5.76円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失
を計上しているため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年８月21日
至  平成21年11月20日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年８月21日
至  平成22年11月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) △188,177 △158,626

普通株式に係る四半期純損失(千円) △188,177 △158,626

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 11,956,770 27,557,640

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

― ―

　
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　
　
　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年12月18日

株式会社コックス

取締役会  御中

　

   有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　石　橋　　和　男　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　美久羅　　和　美　　印

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社コックスの平成21年２月21日から平成22年２月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成21年８月21日から平成21年11月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年２月21日から平成21年

11月20日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。 

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。 

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コックス及び連結子会社の平成21年

11月20日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。 

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年12月22日

株式会社コックス

取締役会　御中

　

 有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 　公認会計士　　樋　口　　義　行　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 　公認会計士　　美久羅　　和　美　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社コックスの平成22年２月21日から平成23年２月20日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平

成22年８月21日から平成22年11月20日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年２月21日から平成22年

11月20日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コックス及び連結子会社の平成22年

11月20日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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